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広報誌

「 で す か ら 、 わ た し の こ れ ら の こ と ば を 聞 い て 、
　 そ れ を 行 う 者 は み な 、 岩 の 上 に 自 分 の 家 を
　 建 て た 賢 い 人 に た と え る こ と が で き ま す 。
　 雨 が 降 っ て 洪 水 が 押 し 寄 せ 、 風 が 吹 い て
　 そ の 家 を 襲 っ て も 、 家 は 倒 れ ま せ ん で し た 。
　 岩 の 上 に 土 台 が 据 え ら れ て い た か ら で す 。
　        （ マ タ イ に よ る 福 音 書  7 章 2 4 - 2 5 節 ）
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ご 挨 拶

　皆さま、いつも聖恵会のことを祈りにおぼえて頂き、またご支援頂き誠にありがとうございま

す。新型コロナへの対応が続く中、いつも励ましのことばや具体的な支援を継続して頂いたことに

心から感謝申し上げます。そうした中で、私たちの状況をお知らせし、感謝をお伝えする広報誌を

お送りできなかったことをお詫び申し上げます。

　この間、聖恵会の各事業においては、散発的な感染や若干のクラスターなどは発生したものの、

事業を止めることなくサービスを提供し続けることができました。感謝致します。

　コロナの類が変わり、ウィズコロナ時代となりました。できることを徐々に増やしていき、現在

ご利用頂いている皆さま、そして、新たに支援を必要としている方々にしっかりとしたサービスが

届けられるよう励んで参ります。また、今後はホームページに加え、広報誌などの発信を定期的に

行って参ります。

　それでは、これからも理念であるキリスト教精神に基づき、着実な歩みを進めて参ります。続い

て、ご支援、ご祈祷をお願いいたします。

社会福祉法人聖恵会a    

 理事長　遠部　敦也\ 

発行にあたって
　聖恵会では、2023年5月に新型コロナウイルス感染症が5類移行になるまでの間、あらゆる
活動に制限がかかった中ではありましたが、利用者様が安心して充実した時間を過ごすことが
できるよう様々な取組みを進めて参りました。今回、その取組みの成果を発信する機会とし
て、広報誌「せいけい」を発行させていただく運びとなりました。
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お花見　お花見ランチ

新任者基礎研修

ふれあい運動会　
キャリアスタートウィーク

夏祭り

夏季法人研修

福祉講演会への参加
敬老会

ミニコンサート
リブウェル避難訓練

クリスマス会

2023年度実施行事

チャペル再開
コロナ禍ではチャペルを

館内放送で実施していま

したが、８月より食堂に

集合する、これまでの

チャペルの形に戻すこと

ができました。
現在はいままでの取組みに加え、ビデオミーティングア

プリを使って、チャペルの様子を毎日各事業所に配信し

ています。

技能実習生を迎え入れました！
２０２３年１０月に

インドネシアから

２名の技能実習生を

リブウェル聖恵に

迎えました。

介護技能の習得と

日本語能力の向上を目指し、

協力しながら毎日明るく仕事を頑張っています！



レクリエーションの一環として、関西を拠点に活動されている3兄弟の

ピアノ三重奏 堀江トリオ様を招き、ミニコンサートを開催しました。

誰もが知っている名曲から本格的なクラシックまで、チェロとヴァイオ

リンとピアノの生演奏の臨場感は迫力があり、利用者様、職員共によい

ひとときを過ごすことができ、大好評でした。

10/18　ミニコンサート（聖恵デイサービスセンター）
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6/11　ふれあい運動会（リブウェル聖恵）

コロナ禍でしばらく参加できていませんでしたが、今年度久しぶりに参加

することができました。広い体育館の中で、かぐやパンダ体操をしたり、

輪投げや魚釣りなどの競技を行ったりして、思いっきり体を動かすことが

できました。障害者の方々と地域の方々で一緒に汗をかいて楽しみ、お互

いの理解を深め合う、充実した時間となりました。

ドリームハウス聖恵では、敬老の日にちなんで敬老会を開催し、ご長寿

祝いをしています。今年は、白寿2名・喜寿1名の利用者様が節目の年を

迎えられ、盛大にお祝いすることができました。また、この日は食事会

とゲームを行い、パン食い競争では皆さん大変張り切って参加されまし

た。パンはおやつでいただきました。

9/16　敬老会（ドリームハウス聖恵）

聖恵ホームヘルパーステーション
利用者の方が自分らしく快適に過ごしていけるよう、掃除・洗濯・買い物・調理などの

生活援助や入浴・トイレのお手伝いなどの身体介助を日々行っています。

聖恵居宅介護支援事業所・竹原市在宅介護支援センターせいけい
高齢者の方の介護についての相談に対応します。一人ひとりのご要望に沿ったケアプランを作成して

高齢者の方のよりよい生活をサポートしています。また、竹原市内で介護予防教室も開催しています。

竹原市地域障害者生活支援センター聖恵
竹原市にお住まいの障害のある方の相談支援を行っています。障害者の方のために利用

できるさまざまな制度の利用手続きや、総合的な相談・生活支援・情報提供を行ってい

ます。



９月
福祉講演会

 聖恵会で一緒に働いてみませんか？ 
 お気軽にお問合せください。
 ☎ 0 8 4 6 - 2 6 - 1 0 0 2

 
〇指定障害者支援施設　リブウェル聖恵　
（生活介護・施設入所支援〈短期入所〉）　
〇竹原地域障害者生活支援センター聖恵　
〇小規模多機能型居宅介護事業所
　ドリームハウス聖恵　
〇聖恵デイサービスセンター
〇聖恵ホームヘルパーステーション
〇竹原市在宅介護支援センターせいけい
〇聖恵居宅介護支援事業所
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デジタル化
推進

毎年忠海学園の生徒さんを迎えて、５日間の職

場体験を行っています。初めはどのように利用

者様と接していいか戸惑いが見られますが、

日々新しい発見を通して成長していく姿に職員

も元気をもらえます。
８月

夏季法人研修
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6月

職場体験

業務のＩＣＴ化の一環として、タブレットを使った

記録管理を取り入れました。これにより、記録業務

時間の削減や円滑な情報共有を実現しました。利用

者様と向き合う時間の増加にも繋がっています。

詳細はこちら

　　職員一同
　　お待ちしています！

社会福祉法人　聖恵会

後援会主催の福祉講演会に参加しました。元聖愛幼

稚園園長・元比治山大学教授の井原忠郷様より、子

育てにおける家庭教育・地域社会との結びつきの重

要性など貴重なお話を伺うことができました。

今回は虐待防止をテーマに、ビデオ研修、各事業所

が日々の業務での注意点や課題を共有し、利用者様

とのよりよい関わり方について学びを深めました。

社会福祉法人聖恵会

理事長　遠部敦也
〒729-2316
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